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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

北九州市における学校部活動は、二極化の状態にある。都市部の学校では、生徒数が多く、満足の

いく活動ができる一方、地方では、少子化の影響から数人で部を編成しなければならない学校や生徒の

希望する部が編成できない学校がある。また、共通の課題として、専門的な知識をもった顧問の確保が

難しく、生徒の要望に応えられない部が多数存在する。以上の状況から今後継続して安定的に部活動

を運営していくことは困難であると考える。

そのため、令和４・５年度に、スポーツ庁の委託を受け、実証実践を実施してきた。その中で、大きな課

題となっているには、地域クラブ活動において「実施主体となる団体をどのように確保するのか」、「指導者

をどのように確保するのか」、「活動場所をどのように確保するのか」、そして、「学校と地域クラブ活動の連

携のあり方」である。

これら課題に対しての解決策を模索するため、令和５年５月に部活動地域移行検討会議である「北

九州市部活の未来を考える会」を立上げ、有識者等より意見を聴取した。その結果、現在の学校部活

動の規模を適正化するため「エリア型部活動を導入すること」、実施主体となる団体を確保及び質を担当

するため「地域クラブ活動登録制度を整備すること」、指導者の確保及び質を担保するため「人材バンク

を整備すること」、活動場所を確保するため「地域団体による学校施設使用のあり方を検討すること」等

の意見をいただいた。

今後は、聴取した意見をもとに、「部活動地域移行推進計画の策定」や「北九州市部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインの改定」を予定している。

人口 918,479人 部活動数 740部活

公立中学校数 62校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

R5.5 「北九州市部活の未来
を考える会」を設置

公立中学校生徒数 22,161人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

R6中に策定予定
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（生徒指導課）

・ 事務局

⚫ 首長部局（スポーツ振興課）

・ 関係団体との調整 等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

モデル事業

モデル
校決定

委託団
体決定

学校と
団体と
の調整

実践
開始

協議会 協議会 協議会

アンケー
ト調査

実践
終了

検討会議 第１回
アンケー
ト調査

第２回 第３回
各部会
第４回

第５回 第６回
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ３校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 陸上競技、バレーボール、バスケットボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

３部活

拠点校名 北九州市立篠崎中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上競技

運営主体名 北九州スポーツクラブACE

運営類型 地域スポーツ団体運営型（総合型地域スポー
ツクラブ運営型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

陸上競技：月５回程度

指導者の主な属性 総合型地域スポーツクラブ

活動場所 北九州市立篠崎中学校グラウンド ほか

主な移動手段 徒歩

１人あたりの参加会費等
（年額）

０円（徴収していない）

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

北
九
州
市

業務委託

(

運
営
主
体)

北
九
州
ス
ポ―

ツ
ク
ラ
ブ
Ａ
Ｃ
Ｅ

・検討委員会を開催
・市内中学校への説明
・アンケート調査の実施

・地域クラブ活動の運営
・指導者派遣
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

○ 関係者との連絡調整について

・ 学校と運営団体との定期的な協議会の開催し、生徒に関する情報や指導方法・指導内容を共有

○ 運営団体の整備について

・ 検討会議を開催し、どのような団体であれば実施主体となり得るかについて、意見を聴取

取組事項

○ 関係者との連絡調整について

・ 指導方法や大会等の結果について、情報共有ができるようになった。

・ 学校の求める教育面での指導と、指導員の求める楽しい活動に乖離があり、更なるすり合わせが必要である。

○ 運営団体の整備について

・ 検討会議に関係企業等を招聘し、意見を聴取した。

・ 企業等から、「地域移行について理解ができていない。周知が必要。」との意見があったため、今後、周知の方法について検討する。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 関係者との連絡調整について

・ 学校部活動を担う顧問と地域クラブを担う指導員の連絡ツールとして、SNSアプリを導入した。

・ 生徒に関する情報や指導方法・指導内容を共有するため、定期的な協議会を開催した。特に
工夫した
事項

・ 円滑な地域移行のため、学校と運営団体との情報共有のあり方を模索

・ 「部活動」の「地域移行」のため、教育的な意義を求める教員や保護者等が非常に多いため、そのあり方を模索

・ 生徒、保護者、地域への周知のため、シンポジウムを開催

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

○ 指導者の量の確保

・ 検討会議を開催し、「指導者の確保」についての意見を聴取

○ 指導者の質の担保

・ 検討会議を開催し、「指導者の確保」についての意見を聴取

取組事項

○ 指導者の量の確保

・ 地域団体や保護者等が実施主体となる団体に対して、指導者の紹介を可能とするために「人材バンク」を整備する。

○ 指導者の質の担保

・ 地域団体や保護者等が実施主体となる団体に対して、質を単プするために、一定の基準を設けた「地域クラブ認定制度」を整備する。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 指導者の量の確保

・ 令和６年度以降、重点的に取り組む予定である

○ 指導者の質の保障

・ 令和６年度以降、重点的に取り組む予定である

特に
工夫した
事項

・ 指導者紹介のための「人材バンク」を整備

・ 指導者の質を担保するために「地域クラブ登録制度」を整備

・ その他、関係制度を整備

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

○ 連携強化

・ 検討会議のスポーツ部会を開催し、関係団体より意見聴取
取組事項

○ 連携強化

・ 検討会議に関係企業等を招聘し、意見を聴取した。

・ 企業等から、「地域移行について理解ができていない。周知が必要。」との意見があったため、今後、周知の方法について検討する。
取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 連携強化

・ スポーツ関係団体に対し、ヒアリングを実施

特に
工夫した
事項

・ 競技団体やスポーツ関連団体、民間企業等との連携を図るため、説明会等の周知の場を設ける。

・ 各団体おいて、どのような連携の方法があるかを明確にする必要がある。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

○ 内容の充実

・ ２校２部活と１地域クラブ活動をモデルとし、実証実践を実施

・ 生徒、保護者のニーズを把握するため、アンケート調査を実施
取組事項

○ 保護者アンケート調査の結果より（活動に関する要望）

・ 専門の指導者より教えてもらいたい

・ 保護者による当番がないほうがよい

・ 初めてでも気軽に参加できるような、楽しむことを中心とした活動をしたい

○ 生徒アンケート調査の結果より（活動に関する要望）

・ 初めてでも気軽に参加できるような、楽しむことを中心とした活動をしたい

・ 専門の指導者より教えてもらいたい

・ 試合やコンクール等の回数を増やしてほしい

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 実証実践について

・ 本年度は、複数校の生徒が誰でも参加可能な「地域バスケットボールクラブ」を立上げ実践した。

・ 「地域クラブ活動」として持続可能な活動となるよう、学校部活動をそのまま活用するのではなく、新たなクラブの立上げを行った。

特に
工夫した
事項

・ 学校と地域との連携を強化するため、コーディネーターを配置予定

・ 「地域クラブ活動」のあり方を検証し、立上げに関する内容を周知

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【検討会議「北九州市部活の未来を考える会」の意見のとりまとめ】 【検討会議「北九州市部活の未来を考える会」の意見のとりまとめ】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【検討会議「北九州市部活の未来を考える会」の意見のとりまとめ】 【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】



13

２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要】

【参考資料】
・部活動地域移行に関するアンケート調査結果概要
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/001067387.pdf
・部活動地域移行に関するアンケート結果
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/001097646.pdf
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【地域バスケットボールクラブ・総合型地域スポーツクラブ指導者による指導】 【穴生中学校バレーボール・総合型地域スポーツクラブ指導者による指導】

【篠崎中学校陸上競技部・総合型地域スポーツクラブ指導者による指導】 【北九州市部活の未来を考える会の様子】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

【検討会議「北九州市部活の未来を考える会」の意見のとりまとめ より】
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